
第 1 回 中学校部活動地域展開推進会議 要旨 

令和 8年 5月 22 日 9 時 30 分～11 時 30 分 

合志市役所防災センター 

 

1．開会あいさつ 

昨年度までの「検討委員会」において、中学校部活動の持続可能な運営主体のあり方や地

域との役割分担、指導者確保について協議を重ね、合志市の目指す「学校とまちの部活

動」の基本的な制度設計を取りまとめた。 

本年度からは「推進委員会議」として、令和 9年度からの段階的な地域展開開始に向け、

指導者謝金や運営体制などの最終調整を進めていく。 

   

2．地域展開の基本方針 

目標 

    •    学校・地域・行政が連携し、子どもたちの活動機会を維持する。 

    •    令和 13 年度までに休日部活動の完全地域展開を目指す。 

スケジュール 

令和 8年度      システム構築・体制整備 

令和 9年度      一部部活動から地域展開開始 

令和 10～12 年度   段階的拡大 

令和 13 年度      休日部活動の完全地域展開 

   

3．サポーターバンクについて 

    •    令和 7年 12 月に設立 

    •    現在 58 名が登録 

    •    指導者、見守りスタッフ等を登録し、部活動とのマッチングを行う 

  

4．部活動アプリ実証運用 

実施内容 

    •    令和 8年度にモデル部活動で試行 

    •    6 月：説明会 

    •    7 月～3月：実証運用 

    •    利用者アンケートを実施し改善 

連絡体制 

クラブこうし    学校担当者    部活動顧問    保護者 

  

 5．指導者謝金について 

国の補助制度 

国のガイドラインにより、補助対象単価：1時間あたり 1,600 円が示された。 

合志市の考え方 



    •    基本単価を 1,600 円とする方向で検討 

    •    指導者が 1,600 円を超える謝金を希望する場合超過分は受益者負担 

例） 

希望謝金    補助対象    保護者負担 

1,600 円    1,600 円    なし 

2,000 円    1,600 円    400 円 

   

6．主な意見 

指導者確保が最大の課題 

    •    指導者数が十分確保できるか不安 

    •    指導者の質の確保も重要 

    •    不適切指導への対応も必要 

謝金設定について 

    •    1,600 円が現実的との意見 

    •    将来的に補助金がなくなった場合の負担が課題 

    •    指導者間で謝金差が生じることへの懸念 

教員の関わり方 

    •    地域展開後も教員が継続して関わるケースが想定される 

    •    教員と地域指導者の役割整理が必要 

保護者理解の重要性 

    •    地域展開の目的を丁寧に説明する必要がある 

    •    受益者負担について理解を得ることが重要 

  

 7．吹奏楽部についての意見 

    •    楽器運搬の課題がある 

    •    学校施設を引き続き利用できることが重要 

    •    地域展開後も活動場所の確保を要望 

  

8．今後の予定 

    •    部活動地域展開説明動画を作成 

    •    教育長へ答申書提出 

    •    次回推進会議は前倒しで開催を検討 

   

会議のまとめ 

部活動地域展開に向けて、指導者確保、謝金制度、保護者理解、活動場所の確保など多く

の課題が確認された。令和 13 年度の休日部活動完全地域展開を目標に、令和 9年度から

段階的な移行を進める方針が共有された。 


